
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
異
文
化
を

部
下
か
ら
学
ぶ

呑
み
の
席
）
（
婚
活
で

一
戸
建
て
だ
と

墓
見
せ
る)

 

（
夫
婦
愛

い
つ
の
間
に
や
ら

エ
コ
モ
ー
ド
）
（
単
身
赴
任

ご
は
ん
と
み
そ
汁

妻
を
超
え
）

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
を

お
願
い
す
る
の
で
協
力
い

た
だ
き
た
い｣
と
支
援
を

求
め
た
。
次
に｢
連
合
が

で

き

て

本

日

で

満

30

年
。
我
々
に
は
地
域
の
中

で
連
合
運
動
を
浸
透
さ
せ

て
い
く
役
割
が
あ
る
。

様
々
な
団
体
と
連
携
を
図

り
、
生
活
者
の
た
め
の
運

動
、
組
合
の
無
い
労
働
者

の
た
め
の
運
動
を
継
続
し

て
い
く｣

等
と
述
べ
た
。

ま
た
、
春
闘
に
関
し
て
は

｢

労
働
法
制
の
改
正
や
、

企
業
で
は
人
手
が
足
り
て

い
な
い
中
で
の
春
闘
だ
っ

た
が
、
経
営
側
が
世
の
中

の
流
れ
に
敏
感
に
反
応
し

た
と
思
う
。
我
々
は
も
っ

と
理
論
武
装
し
て
、
賃
上

げ
の
必
要
性
を
訴
え
る
必

要
が
あ
る｣

と
述
べ
た
。

こ
の
他
、
政
治
関
係
に
触

れ
た
の
ち｢

働
く
こ
と
を

軸
と
す
る
安
心
社
会
を
め

(1)第1021号（1991年3月22日第三種郵便物認可）   れんごう中越地協  毎月3回(1日･11日･21日発行)2019年12月1日

代
議
員
と
Ｊ
Ｐ
労
組
・
目

黒
代
議
員
を
選
出
し
た
。

矢
島
議
長
は
挨
拶
で
、

最
初
に｢

台
風
被
災
地
支

15
時
に
開
会
し
た
総

会
は
、
渡
部
副
議
長
が
開

会
挨
拶
を
述
べ
、
議
長
団

に
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
・
星
野

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

10
万
円
を
届
け
た
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
中
盤

で
は
震
災
・
災
害
復
興
応

援
・
お
楽
し
み
抽
選
会
が

あ
り
、
各
地
の
賞
品
が
参

加
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

終
わ
り
に
は
、
横
澤
副

議
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
の
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
、
次
代
を
担
う
決
意

あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
無
事

終
了
し
た
。

潟
が
推
薦
す
る
国
会
議
員

と
地
方
議
員
か
ら
挨
拶
を

受
け
、
激
励
と
連
帯
の
拍

手
が
送
ら
れ
た
。

そ
の
後
は
、
加
瀬
退
職

者
連
合
会
長
の
乾
杯
で
賑

や
か
な
交
流
が
は
じ
ま
っ

た
。
ま
た
、
場
内
で
募
っ

た
台
風

19
号
被
災
地
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支

援
金
は
７
万
７
６
２
０
円

集
ま
り
、

28
日
に
矢
島

議
長
が
、
な
が
お
か
市
民

協
働
セ
ン
タ
ー
に
支
援
金

そ
の
後
、
総
会
宣
言
の
採

択
、
番
場
副
議
長
の
閉
会

あ
い
さ
つ
、
矢
島
議
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
総
会

を
終
了
し
た
。

18
時

30
分
か
ら
は
躍

進
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
、
小

林
事
務
局
長
の
司
会
の
も

と
に
行
わ
れ
た
。

矢
島
議
長
の
挨
拶
に
続

い
て
、
小
林
連
合
新
潟
事

務
局
長
と
高
見
長
岡
市
副

市
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
た
。
続
い
て
、
連
合
新

所
長
が
出
席
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
た
。

報
告
と
議
案
で
は
、

19
年
度
活
動
報
告
と
決

算
報
告
、
会
計
監
査
報
告

が
承
認
さ
れ
、
運
営
規
則

の
一
部
改
正
や

20
年
度

重
点
課
題
、

20･

21

年

度
役
員
体
制
等
を
全
会
一

致
決
定
し
た
。

議
事
で
は
、
山
田
代
議

員
・
自
治
労
か
ら
、
県
財

政
を
理
由
と
す
る
臨
時
的

職
員
給
与
削
減
等
に
つ
い

て
、
取
り
組
み
へ
の
理
解

と
支
援
が
求
め
ら
れ
た
。

次
に
、
総
会
を
も
っ
て

役
員
を
退
任
さ
れ
た
山
田

幹
事(

７
年
間)

が
表
彰
さ

れ
感
謝
状
が
渡
さ
れ
た
。

こ
の
他
、
三
浦
代
議
員
・

電
機
連
合
か
ら
、
電
機
連

合
の
組
織
体
制
や
運
動
、

取
り
組
み
が
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
、
長
谷
川
代
議

員
・
高
教
組
か
ら
、
教
員

の
働
き
方
改
革
関
連
法
案

に
関
連
し
て
報
告
さ
れ
、

２
構
成
組
織
の
報
告
を
代

議
員
全
体
で
共
有
し
た
。

旧
役
員
挨
拶
で
は
、
渡

部
前
副
議
長
と
山
田
前
幹

事
、
金
山
前
幹
事
、
羽
深

前
幹
事
か
ら
思
い
を
込
め

た
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た
。

ざ
し
、
す
べ
て
の
生
活
者

の
た
め
の
運
動
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
が
我
々
の
責

任
だ｣

と
結
ん
だ
。

総
会
に
は
、
小
林
連
合

新
潟
事
務
局
長
、
磯
田
長

岡
市
長
、
加
瀬
中
越
地
域

退
職
者
連
合
会
長
、
佐
藤

立
憲
民
主
党
県
連
幹
事

長
、
五
十
嵐
社
民
党
長
岡

支
部
副
代
表(

長
岡
市
議

会
議
員)

、
村
山
労
金
長

岡
エ
リ
ア
統
括
店
長
、
豊

田
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｐ
新
潟
推
進
本
部
中
越
支

連
合
中
越
第
29
回
定
期
総
会

総
会
終
了
後
に
は
躍
進
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
盛
大
に
開
催
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定 価 １部１０円
購読料は会費に含む

政
権
に
と
っ
て
都
合
が
悪
い

こ
と
が
起
こ
る
と
有
名
人
が
薬

物
問
題
で
逮
捕
さ
れ
、
世
間
の

目
が
そ
ち
ら
に
誘
導
さ
れ
る
と

い
う
噂
。
平
成
28
年
１
月
に
当

時
の
甘
利
明
経
済
再
生
担
当
相

が
千
葉
県
の
建
設
会
社
か
ら
都

市
再
生
機
構
へ
の
口
利
き
を
依

頼
さ
れ
、
現
金
を
受
け
取
っ
て

い
た
こ
と
が
発
覚
、
本
人
も
そ

れ
を
認
め
て
閣
僚
を
辞
任
し

た
。
安
倍
政
権
を
直
撃
す
る
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
に
な
り
か
け
た

が
、
５
日
後
に
プ
ロ
野
球
で
活

躍
し
た
清
原
和
博
元
選
手
を
覚

せ
い
剤
取
締
法
違
反
容
疑
で
警

視
庁
が
逮
捕
。
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー

も
ス
ポ
ー
ツ
紙
も
こ
ぞ
っ
て
清

原
問
題
を
取
り
上
げ
、
甘
利
問

題
は
忘
れ
去
ら
れ
た
▼
こ
と
し

２
月
に
は
沖
縄
県
で
米
軍
普
天

間
飛
行
場
の
名
護
市
辺
野
古
移

設
を
め
ぐ
る
県
民
投
票
が
行
わ

れ
た
。
有
権
者
の
過
半
数
を
超

え
る
52
％
が
投
票
し
た
結
果
、

移
設
に｢

賛
成｣

は

19
％
、｢

ど

ち
ら
で
も
な
い｣

は
９
％
に
と
ど

ま
り
、｢

反
対｣

が
72
％
と
圧
倒

的
多
数
を
占
め
た
。
沖
縄
の
民

意
は｢

辺
野
古
移
設
に
反
対｣

で

あ
る
こ
と
が
改
め
て
示
さ
れ
た

が
、
日
本
政
府
は
こ
れ
を
無

視
。
沖
縄
県
外
で
も｢

さ
す
が
に

そ
れ
は
ま
ず
い
の
で
は｣

と
い
う

声
が
広
ま
り
始
め
た
こ
ろ
、

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
俳
優
の
ピ

エ
ー
ル
滝
こ
と
滝
正
則
容
疑
者

を
厚
労
省
麻
薬
取
締
部
が
逮
捕

し
た
。
沖
縄
以
外
の
メ
デ
ィ
ア

は
基
地
問
題
よ
り
ピ
エ
ー
ル
滝

問
題
に
関
心
を
移
し
た
▼
首
相

が
主
催
す
る
公
的
行
事
の｢

桜
を

見
る
会｣

に
安
倍
後
援
会
の
関
係

者
が
数
百
人
規
模
で
招
待
さ
れ

て
い
た
こ
と
が｢

税
金
の
私
物
化

だ｣

と
問
題
に
な
り
、
公
選
法
や

政
治
資
金
法
違
反
の
疑
い
も
指

摘
さ
れ
て
安
倍
政
権
が
窮
地
に

お
い
こ
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
、16

日
女
優
の
沢
尻
エ
リ
カ
容
疑
者

が
合
成
麻
薬
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
を
所
持

し
て
い
た
容
疑
で
警
視
庁
に
逮

捕
さ
れ
た
。
マ
ス
コ
ミ
の
取
材

対
象
は｢

桜
を
見
る
会｣

か
ら
沢

尻
逮
捕
に
変
わ
っ
た
▼
慶
応
大

学
教
授
金
子
勝
氏
や
鳩
山
由
紀

夫
元
総
理
、
ラ
サ
ー
ル
石
井
氏

も
同
様
の
こ
と
を
言
っ
て
い

る
。
目
く
ら
ま
し
な
の
か
、
目

を
そ
ら
し
て
い
る
方
が
悪
い
の

か
。
信
じ
る
か
、
信
じ
な
い
か

は
、
貴
方
次
第
で
す
！

副議長

羽賀 実≪№333≫

 東蔵王２

第
29
回
連
合
中
越
定
期
総
会
が
11
月
21
日(
木)

午
後
３
時
か
ら
長
岡
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
総
会
で
は｢

私
た
ち
が
未
来
を
変
え
る
～
安
心

社
会
に
向
け
て
～ 

新
た
な
運
動
の
構
築
と
更
な
る
地
域
運
動
の
展
開｣

と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
20
年
度
重
点
課
題
、
20･

21
年
度
役
員
体
制
な
ど
を
全
会
一

致
で
決
定
し
た
。
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳(

同
窓
会

薬
の
数
を

自
慢
す
る) 

(

し
て
欲
し
い

し
て
欲
し
く
な
い

肩
た
た
き)

 (

ね
じ
れ
よ
り

く
び
れ
解
消

妻
の
腰)

 (
ダ
メ
よ
ダ
メ

言
わ
れ
続
け
て

ダ
メ
に
な
り)
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連合中越加盟単組紹介
―オンセミコンダクター労働組合―

７４

オンセミコンダクター労働組合は、２０１９年４月で発

足から５年を迎えることができました。外資系となってか

らは、外資系企業が抱える課

題に対応するために、他労組

さんと意見交換・情報交換を

しながら制度改定等進めてき

ました。５周年事業として、

尾瀬沼ハイキング、富士登

山、スポーツ大会等を行い、

今までの苦労や自分たちの未

来のことを話しながら、日常

業務とは全く違う時間を楽しみ、組織の結束を高めること

ができました。

現 在 は、

「個 人 の 成

長」と「エン

ゲ ー ジ メ ン

ト」を柱とす

る中期ビジョ

ンを策定し、

活動を進めて

います。

連合小千谷支部だより

10/12(土）に連合小千谷支部と小千谷地区労福協の合

同で開催しました、「ライフプランセミナー」「クリー

ン作戦」について報告致します。

会場となる「小千谷市楽集館」には総勢72名の組合員

と家族の方にご参加頂きました。当日は台風19号の接近

が迫るなかでの開催となりました。第一部の「クリーン

活動」は悪天候により実施できませんでしたが、第二部

のセミナーとして、新潟ＮＰＯ協会 代表理事 石本貴

之様から「ＳＤＧｓ

（持続可能な開発目

標）」をテーマに、そ

の取り組み内容につい

ての講演をして頂き、

講演終了後は、労金小

千谷支店長 近藤 正

彦様から労金の各種

ローン紹介と労金ロー

ンのメリット等についてＰＲして頂きました。第三部は

例年昼食会として、お弁当とトン汁を食べていました

が、当日の天候から早めに帰宅して頂くことを考慮し、

お弁当はお持ち帰り頂きトン汁を食べながら、豪華賞品

を争うじゃんけん大会を行いました。      

今年度の労福協の活動はこれで終わりとなりますが、

小千谷支部では来年度も様々な活動を行っていきますの

で多くの組合員の皆様の参加をお願い致します。


